
  

   

  
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 

 

山岸こども園  

1２月の行事予定 

す か ん ぽ 園だより 
１日（月）ちびっこ交通安全集会 
      すかんぽ発行 
５日（金）お楽しみ会 

＊詳細は別紙配布しているお手紙をご覧ください。 
１５日（月）身体測定週 

＊各クラスこの週に交代で測定をします。 

１５日（月）～１９日（金）わいわいランド 
＊３～５歳児で３チームに分かれて交流を図りなが

ら遊んだり生活をします。 

１６日（火）ふじ組クッキング 
＊ふじ組さんがステンドグラスクッキーを作ります。 

１８日（木）誕生会 
 ＊3,4,5 歳児はホールで一緒に、0,1,2 歳児は各クラ

スでお祝いします。 

２４日（水）クリスマス会 
       ＊今年もサンタさんがやって来てくれるかな？ 

２５日（木）クリスマスケーキ作り 
       ＊ロールケーキにトッピング飾り付けをします。 
２６日（金）布団持ち帰り 
        ＊布団のお持ち帰りをしていただき。お洗濯やお

手入れをお願いします。 

２９日（月） 
～１月３日（土）年末年始のお休み 

 
※今月の防災訓練は、抜き打ちです。 

１５日（月）の週に行います。 

令和 7 年 12 月 1 日発行  
  

 いよいよ今年も残すところ 1 か月となり、早いものでもう師走ですね。 
今年は熊騒動があり、戸外遊びの場所も制限されていますが、広い園庭やかけっこ広場で思い切り鬼ごっこやサッカー遊びを

したり、小さいお友だちも砂遊びや探索をして開放感を味わいながら楽しんでいます。何はともあれ、熊騒動が早く落ち着き、例

年のように川原にも足を伸ばして遊べるようになる事を祈るばかりです 
 さて、園内では今週末に予定されている『お楽しみ会』に向けて、各クラス楽しみながら練習に励んでいます。小さいお友達

は、普段お部屋で楽しんでいる手遊びやダンスを保育者やお友だちとやりとりしながら発表する予定です。また、大きいクラスの

お友だちは、お家の方に見てもらう事に対して、大きな期待を膨らませながらセリフや歌、ダンスを覚えてやり取りしたり、表現

する事を楽しんでいますが、緊張や不安を感じている様子もみられるかもしれませんので、お家でも寄り添ってさり気なく応援

してあげてください。 
 小さいクラスのお友だちは、例年お家の方をみつけて泣き出してしまったり、ステージから降りていこうとしたり、反対に手を

振る余裕を見せたりする子も…。さて、どんな姿を見せてくれるか楽しみです。また、どの年齢でも緊張や不安だけでなく、興奮

や高揚でいつもの姿でない事も予想されますが、クラスで取り組んできた事を思い浮かべながら、その場のその瞬間の姿を温か

く見守って頂けたらと思います。 
 当日は、未満児と以上児の 2 部制で入れ替えの発表となりますが、DVD、ブルーレイの販売も行いますので、他クラスの様子

も是非ご覧になっていただきたいと思っています。 
 入れ替えの為にご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

《年末年始のお休み》 

１２月２９日（月）から 2026 年１月３日

（土）までこども園もお休みとなります。早め

にお休みに入られたり、年明けに少し長くお休

みをされる場合は、給食の準備の都合上、お分

かりになり次第お声がけ下さい。 

※年末年始の保育が必要な方は、玄関の掲示

をご覧ください。 

おねがい 

 
 日没も早くなり、視界も悪くなっていますので、駐車場との往来には、特に

注意して、お子さんと手を繋いでください。荷物があったり小さいお子さんと

一緒で手を繋ぐ事が難しい場合は、衣服につかまる等して離れないようにして

ください。これから雪が降りますと更に駐車場の混雑が予想されるので速やか

な車の入れ替えのご協力もよろしくお願いいたします。 

              ＜子どもに響く声がけの紹介です＞ 

 人間の脳は、「否定形」が分からなく、禁止されるほど好奇心が沸くそうです。 

例：「バナナを思い浮かべないでください」と言われると「思い浮かべる」というワードが脳に印象付けられ、

思い浮かべてしまうそうです。同じく「はしらないで」と言うと、「走る」が印象に残るのでますます走りた

くなるそうです。そこで、肯定的な言い方に言い換える事が大事なんですって。 

 走らないで➡歩こうね 

    手で食べないの➡フォークでたべようね 

    残さず食べなさい➡お皿の上をピカピカにしよう 

     席を立ったらダメ➡座ろうね 

言い方を変える事で、子ども達の脳に

響く声がけがあるんですね。 例 


